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(百万円未満切捨て)
１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 3,201 0.8 80 25.0 64 △18.0 40 ―

2024年３月期 3,175 7.2 64 △63.4 78 △59.2 △244 ―
(注) 包括利益 2025年３月期 △4百万円( ―％) 2024年３月期 △206百万円( ―％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 9.09 ― 2.3 1.3 2.5
2024年３月期 △55.27 ― △12.9 1.5 2.0

(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 ―百万円 2024年３月期 ―百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 4,686 1,714 36.6 387.81
2024年３月期 5,129 1,763 34.4 398.85

(参考) 自己資本 2025年３月期 1,714百万円 2024年３月期 1,763百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 132 △122 △229 295

2024年３月期 462 △163 △437 522

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 44 ― 2.3

2025年３月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 44 110.0 2.5

2026年３月期(予想) ― 0.00 ― 10.00 10.00 88.4

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―

通 期 3,300 3.1 90 11.6 70 8.2 50 24.5 11.31
（注）2026年３月期の第２四半期（累計）連結業績予想は行っておりません。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ―社 (社名) 、除外 １社 (社名)上海昂統快泰商貿有限公司

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 4,436,800株 2024年３月期 4,436,800株

② 期末自己株式数 2025年３月期 15,873株 2024年３月期 15,873株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 4,420,927株 2024年３月期 4,420,927株

(参考) 個別業績の概要
１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 3,139 △4.4 11 △87.6 △5 ― △9 ―

2024年３月期 3,284 7.1 94 △32.3 99 △36.4 △228 ―

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 △2.16 ―

2024年３月期 △51.58 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 4,810 1,787 37.2 404.33

2024年３月期 5,296 1,841 34.8 416.49

(参考) 自己資本 2025年３月期 1,787百万円 2024年３月期 1,841百万円

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞
添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」に記載した事項と同様の理由により、前事

業年度の実績値との間に差異が生じております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．業績予想について

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．決算説明会資料の入手方法について
当社は、2025年５月16日に投資家向けの決算説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明資料は、当社

ホームページに掲載しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により、景気は緩やかな持ち

直しの動きが見られるものの、継続する物価上昇や米国の関税政策による影響の懸念等もあり、景気の先行きは依

然として不透明な状況にあります。

このような中、当連結会計年度のグループ連結業績は、前期比で増収増益となりました。半導体資材事業におい

ては中間連結会計期間から第３四半期連結会計期間にかけては液晶パネル需要が在庫調整により減少しておりまし

たが、当第４四半期連結会計期間に需要は回復傾向となりました。また為替については円高傾向となり、円安効果

は減少しました。衛生検査器材事業においては旺盛なインバウンド需要による外食産業の伸長が見られるとともに、

内食・デリバリー及びテイクアウト需要についても安定的に推移し、売上高は創業以来過去最高を更新しました。

ＰＩＭ事業においては自動車用ターボ部品の量産出荷が再開したことに加え、高機能部品の販売が堅調に推移した

ことにより大幅な増収となり創業以来過去最高を大幅に更新しました。

利益面では高騰が続く原材料費の影響は、衛生検査器材事業のシャーレ主原料であるＰＳ（ポリスチレン）材及

び、半導体資材事業のスペーサーテープの主原料であるＰＥＴフィルム、その他資材全般やエネルギーコストが値

上がりとなり原価を押し上げ、引き続き利益圧迫要因となっておりますが、粘り強く販売価格の適正化を継続して

まいりました。

引き続き各事業における地道な販売価格の適正化や生産性改善活動等により利益の確保に努めてまいります。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高3,201百万円（前期比0.8％増）、営業利益80百万円（前期比25.0

％増）、経常利益64百万円（前期比18.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は40百万円（前期は親会社株主

に帰属する当期純損失244百万円）となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

①半導体資材事業

当事業においては、当連結会計年度累計での販売数量は6,280万ｍとなりました。中間連結会計期間から第３四半

期連結会計期間においては在庫調整局面を迎えましたが、当第４四半期連結会計期間においては中国で導入された

家電の買い替えを促進する補助金制度の影響により、出荷数量は増加の傾向が見られました。当第４四半期連結会

計期間単独での販売数量は1,518万ｍとなり、足元も比較的好調に推移しております。

しかしながら米国による関税政策の発動や、中国国内における景気の低迷など不確定要素も多く、引き続き市場

の動向を注視してまいります。

また、競争力の高い製品開発及びＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）業界以外への販売にも注力し、更なる

増収を目指してまいります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は1,136百万円（前期比2.8％減）、営業利益84百万円（前期比1.0％増）と

なりました。
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②衛生検査器材事業

当事業においては、インバウンド需要の継続的な回復により外食需要はコロナ禍以前を上回る水準で推移し、ま

た、内食・デリバリー・テイクアウト需要も底堅く推移いたしました。これらの需要拡大に支えられ、主たる顧客

層の販売活動は概ね堅調に推移しました。

また、新製品としまして簡易型微生物検出用培地『ａＳ－Ｍｅｄｉｕｍ』の販売を開始し、各方面へのサンプル

出荷を含む積極的な拡販活動を展開いたしました。同製品は、誰でも簡便に微生物検査が行えることをコンセプト

としており、食の安全性向上に寄与する製品として高い関心を集めております。

利益面ではシャーレの主原料であるＰＳ（ポリスチレン）材やその他資材全般の価格高騰が継続しましたが、こ

の対応として、製造合理化による原価低減及び販売価格の適正化への対応を積極的に推進いたしました。

今後の事業展開においては、営業体制の強化を実施し、既存顧客の深耕と新規開拓の両面でより機動力のある営

業活動体制を構築してまいります。また、高付加価値製品の開発と販売、適切な販売管理費の投入、生産合理化に

よる原価低減を継続し、収益の更なる向上と市場における競争力の強化を図ってまいります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は1,840百万円（前期比0.4％増）、営業利益134百万円（前期比69.4％増）

となりました。

③ＰＩＭ(パウダー・インジェクション・モールディング)事業

当事業においては、自動車用ターボ部品が前期より続いていた製品仕様変更に伴う受注減少からの回復が進み、

中間連結会計期間に量産出荷が再開され、第３四半期連結会計期間以降にはフル生産に向けた体制を整備してまい

りました。その結果、当製品の売上高は大きく増加（前期比45.4％増）し、ＰＩＭ事業の売上高を牽引しました。

一方、産業機器向けの高機能部品については主力製品であるＰＩＭ用バインダー、ＣＭＯＳセンサー用セラミッ

クス部品、直動型ベアリング及びボールねじ用部品などの産業機器向け高機能部品の販売についても堅調に推移し

ました。

利益面では、製品立ち上げや設備保全に伴う費用等の増加により、通期で営業損失が拡大する結果となりまし

た。

次期連結会計年度に向けては、自動車用ターボ部品の本格的なフル生産及び納入開始が見込まれており、引き続

き安定的な受注・生産が期待されています。また、高機能製品群においても新規アイテムの拡大による製品ライン

アップの充実を図ってまいります。

さらに、自動車の電動化や産業機器の高性能化といった市場変化に対応するため、セラミック系などの新製品開

発にも注力し、ＰＩＭ製品採用分野の開拓や成長市場への展開を進めてまいります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は213百万円（前期比54.3％増）、営業損失145百万円（前期は営業損失104

百万円）となりました。

④その他の事業

不動産賃貸業

当事業においては、2024年７月末をもって賃貸先との契約が終了となり、その後当該スペースは社内にて有効活

用しております。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は11百万円（前期比66.7％減）、営業利益６百万円（前期比19.1％増）と

なりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(イ) 資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ215百万円減少（12.4％減）の1,521百万円となりました。これは、「売掛

金」が21百万円増加する一方、「現金及び預金」が189百万円、「原材料及び貯蔵品」が48百万円減少したこと等に

よるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ227百万円減少（6.7％減）の3,164百万円となりました。これは、「建物及

び構築物」が68百万円、「建設仮勘定」が142百万円減少したこと等によるものです。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ443百万円減少（8.6％減）の4,686百万円となりました。

(ロ) 負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ27百万円減少（1.7％減）の1,612百万円となりました。これは、「短期借

入金」が100百万円、「１年内返済予定の長期借入金」が77百万円増加する一方、「支払手形及び買掛金」が22百万

円、「電子記録債務」が161百万円、「未払金」が23百万円減少したこと等によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ367百万円減少（21.3％減）の1,359百万円となりました。これは、「長期

借入金」が347百万円減少したこと等によるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ394百万円減少（11.7％減）の2,971百万円となりました。

(ハ) 純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ48百万円減少（2.8％減）の1,714百万円となりました。

これは、「利益剰余金」が４百万円、「為替換算調整勘定」が44百万円減少したこと等によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ227百万円減

少し、295百万円となりました。

また、当連結会計年度における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。

(イ) 営業活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度において、営業活動による資金の収入は132百万円（前期は462百万円の収入）となりました。

税金等調整前当期純利益65百万円、減価償却費の計上258百万円による増加、運転資金（売上債権、棚卸資産、仕入

債務）の増減により160百万円、法人税等の支払額42百万円の減少等によるものです。

(ロ) 投資活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度において、投資活動による資金の支出は122百万円（前期は163百万円の支出）となりました。

定期預金54百万円、設備投資による有形固定資産65百万円、預かり保証金の返還８百万円の支出等によるもので

す。

(ハ) 財務活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度において、財務活動による資金の支出は229百万円（前期は437百万円の支出）となりました。

短期借入金の純増減額100百万円、長期借入れによる収入350百万円のほか、長期借入金の返済による支出619百万

円、配当金の支払額44百万円等によるものです。

（４）今後の見通し

当社グループを取り巻く経営環境は、世界的な資源価格高騰の影響による物価上昇や、米国の関税政策による影響

の懸念等により、世界経済及び金融市場の先行きに対する不安が広がり、引き続き景気の先行きが不透明な状況が続

いております。

そのような中、原材料の継続的な価格高騰やエネルギーコストの高止まりが継続する一方、半導体資材事業におい

ては、在庫調整による需要の波が今後も継続する見込みではありますが、競争力の高い製品開発及びＦＰＤ業界以外

への販売に取り組むことにより、中長期的には緩やかな売上の回復を見込んでおります。また、為替の動向について

はやや円高傾向となっておりますが、継続して注視してまいります。

衛生検査器材事業においては、旺盛なインバウンド需要による外食産業の伸長や内食・デリバリー及びテイクアウ

ト需要についても引き続き安定的に推移するものと考えております。また、製造合理化による原価低減を積極的に推

進するとともに、引き続き販売価格の適正化に取り組んでまいります。

ＰＩＭ事業においては、自動車用ターボ部品の本格量産再開における生産効率の向上並びに品質の安定化に向けた

量産技術の構築や人員の確保等、安定的な供給が可能な体制を強化するとともに、電動化が進む自動車や産業機器向

けのインバータ等に使用される窒化アルミ製絶縁・放熱基板の商品化にも注力してまいります。

こうした状況を踏まえ、次期連結会計年度（2026年３月期）の連結売上高は3,300百万円、営業利益90百万円、経常

利益70百万円、親会社株主に帰属する当期純利益50百万円と見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸

表を作成する方針です。なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応する方

針です。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 656,961 467,800

受取手形 723 921

売掛金 455,725 477,690

電子記録債権 11,590 5,996

商品及び製品 211,286 231,410

仕掛品 67,274 45,082

原材料及び貯蔵品 312,243 263,696

その他 22,125 31,677

貸倒引当金 △871 △2,800

流動資産合計 1,737,057 1,521,474

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,007,564 939,277

機械装置及び運搬具（純額） 319,263 350,188

土地 1,539,795 1,536,001

建設仮勘定 182,223 40,101

その他 29,552 13,386

有形固定資産合計 3,078,400 2,878,955

無形固定資産

その他 117,224 84,935

無形固定資産合計 117,224 84,935

投資その他の資産

繰延税金資産 190,920 195,252

その他 6,672 6,109

貸倒引当金 △631 △658

投資その他の資産合計 196,962 200,702

固定資産合計 3,392,587 3,164,593

資産合計 5,129,644 4,686,067
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 133,461 111,183

電子記録債務 393,791 232,289

短期借入金 250,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 585,600 663,368

リース債務 15,635 12,328

未払金 104,338 80,973

未払法人税等 20,859 22,787

前受金 19,764 719

賞与引当金 54,478 59,307

営業外電子記録債務 13,784 610

その他 47,567 78,455

流動負債合計 1,639,281 1,612,023

固定負債

長期借入金 1,639,054 1,291,503

リース債務 49,528 37,200

退職給付に係る負債 26,880 27,948

その他 11,634 2,931

固定負債合計 1,727,097 1,359,584

負債合計 3,366,379 2,971,607

純資産の部

株主資本

資本金 822,266 822,266

資本剰余金 742,266 742,266

利益剰余金 192,635 188,602

自己株式 △8,006 △8,006

株主資本合計 1,749,162 1,745,130

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 14,103 △30,670

その他の包括利益累計額合計 14,103 △30,670

純資産合計 1,763,265 1,714,460

負債純資産合計 5,129,644 4,686,067
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 3,175,924 3,201,630

売上原価 1,797,659 1,913,271

売上総利益 1,378,264 1,288,359

販売費及び一般管理費 1,313,753 1,207,721

営業利益 64,510 80,638

営業外収益

受取利息 5,252 4,854

為替差益 13,520 -

受取賃貸料 131 -

助成金収入 2,783 2,598

その他 7,026 1,613

営業外収益合計 28,712 9,065

営業外費用

支払利息 13,574 14,503

為替差損 - 9,581

その他 785 913

営業外費用合計 14,360 24,998

経常利益 78,862 64,706

特別利益

固定資産売却益 220 769

特別利益合計 220 769

特別損失

固定資産除却損 0 31

減損損失 429,865 -

特別損失合計 429,865 31

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△350,782 65,444

法人税、住民税及び事業税 38,291 29,931

法人税等調整額 △144,721 △4,664

法人税等合計 △106,429 25,267

当期純利益又は当期純損失（△） △244,352 40,176

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

- -

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△244,352 40,176
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △244,352 40,176

その他の包括利益

為替換算調整勘定 37,438 △44,773

その他の包括利益合計 37,438 △44,773

包括利益 △206,913 △4,596

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △206,913 △4,596

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 822,266 742,266 481,197 △8,005 2,037,725

当期変動額

剰余金の配当 △44,209 △44,209

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△244,352 △244,352

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - - △288,561 △0 △288,562

当期末残高 822,266 742,266 192,635 △8,006 1,749,162

その他の包括利益累計額

純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △23,335 △23,335 2,014,389

当期変動額

剰余金の配当 △44,209

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△244,352

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

37,438 37,438 37,438

当期変動額合計 37,438 37,438 △251,123

当期末残高 14,103 14,103 1,763,265
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 822,266 742,266 192,635 △8,006 1,749,162

当期変動額

剰余金の配当 △44,209 △44,209

親会社株主に帰属す

る当期純利益
40,176 40,176

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - - △4,032 - △4,032

当期末残高 822,266 742,266 188,602 △8,006 1,745,130

その他の包括利益累計額

純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 14,103 14,103 1,763,265

当期変動額

剰余金の配当 △44,209

親会社株主に帰属す

る当期純利益
40,176

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

△44,773 △44,773 △44,773

当期変動額合計 △44,773 △44,773 △48,805

当期末残高 △30,670 △30,670 1,714,460
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△350,782 65,444

減価償却費 352,283 258,484

貸倒引当金の増減額（△は減少） 226 2,002

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,711 5,022

受取利息及び受取配当金 △5,253 △4,855

助成金収入 △3,743 △679

支払利息 13,574 14,503

為替差損益（△は益） 646 363

有形固定資産売却損益（△は益） △220 △738

固定資産除却損 0 -

減損損失 429,865 -

売上債権の増減額（△は増加） 1,002 △21,264

棚卸資産の増減額（△は増加） △86,463 44,172

仕入債務の増減額（△は減少） 114,980 △183,142

未収消費税等の増減額（△は増加） 8,265 △1,761

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,853 29,093

その他 36,233 △22,110

小計 525,181 184,536

利息及び配当金の受取額 4,655 4,949

助成金の受取額 3,743 679

利息の支払額 △13,554 △14,783

法人税等の支払額 △57,158 △42,406

営業活動によるキャッシュ・フロー 462,868 132,975

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △120,840 △185,470

定期預金の払戻による収入 120,840 130,920

有形固定資産の取得による支出 △155,137 △65,346

有形固定資産の売却による収入 220 8,165

無形固定資産の取得による支出 △9,617 △3,065

預り保証金の返還による支出 - △8,541

従業員に対する貸付金の回収による収入 667 446

その他 △89 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △163,956 △122,891
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 100,000

長期借入れによる収入 200,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △667,265 △619,783

リース債務の返済による支出 △26,032 △15,635

自己株式の取得による支出 △0 -

配当金の支払額 △44,209 △44,209

財務活動によるキャッシュ・フロー △437,507 △229,627

現金及び現金同等物に係る換算差額 14,221 △7,697

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124,375 △227,241

現金及び現金同等物の期首残高 646,696 522,321

現金及び現金同等物の期末残高 522,321 295,080
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20

－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っております。これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表

となっております。これによる前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「半導体資材事業」「衛生検

査器材事業」「ＰＩＭ事業」及び「その他の事業」の４つを報告セグメントとしております。

「半導体資材事業」は、スペーサーテープ（液晶テレビ、有機ＥＬテレビ等の駆動用ＬＳＩ等の保護資材）の

製造・販売をしております。

「衛生検査器材事業」は、シャーレ、培地・検査試薬等、食品企業、医薬品企業の衛生検査用品の製造・販売

及び仕入・販売をしております。

「ＰＩＭ事業」は、金属あるいはセラミックス粉末射出成形（ＰＩＭ）製品等の製造・販売をしております。

「その他の事業」は、不動産賃貸業を行っております。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法

と概ね同一であります。
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３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額半導体

資材事業
衛生検査
器材事業

ＰＩＭ事業
その他の
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,169,240 1,834,022 138,256 34,404 3,175,924 ― 3,175,924

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,169,240 1,834,022 138,256 34,404 3,175,924 ― 3,175,924

セグメント利益又は損失
（△）

83,672 79,464 △104,153 5,527 64,510 ― 64,510

セグメント資産 720,159 1,516,592 568,606 178,257 2,983,615 2,146,029 5,129,644

その他の項目

減価償却費 63,886 133,697 154,061 637 352,283 ― 352,283

減損損失 ― ― 429,865 ― 429,865 ― 429,865

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

21,937 92,820 24,139 626 139,524 ― 139,524

(注) １．セグメント資産の調整額2,146,029千円は、各報告セグメントに帰属していない全社資産が含まれており

ます。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金、本社工場の土地であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

３．セグメントに対する固定資産の配分基準と関連する減価償却費の配分基準が異なっております。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額半導体

資材事業
衛生検査
器材事業

ＰＩＭ事業
その他の
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,136,402 1,840,454 213,306 11,468 3,201,630 ― 3,201,630

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,136,402 1,840,454 213,306 11,468 3,201,630 ― 3,201,630

セグメント利益又は損失
（△）

84,512 134,583 △145,038 6,580 80,638 ― 80,638

セグメント資産 674,444 1,391,857 649,659 581 2,716,543 1,969,524 4,686,067

その他の項目

減価償却費 60,285 173,284 24,642 272 258,484 ― 258,484

減損損失 ― ― ― ― ― ― ―

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

16,645 22,620 8,914 57 48,238 ― 48,238

(注) １．セグメント資産の調整額1,969,524千円は、各報告セグメントに帰属していない全社資産が含まれており

ます。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金、本社工場の土地であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

３．セグメントに対する固定資産の配分基準と関連する減価償却費の配分基準が異なっております。

４．その他の事業（不動産賃貸業）のセグメント資産の減少の内容は、賃貸先との契約終了により社内使用を

していることによるものであります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 398.85円 387.81円

１株当たり当期純利益
又は１株当たり当期純損失（△）

△55.27円 9.09円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）(千円)

△244,352 40,176

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円)

△244,352 40,176

普通株式の期中平均株式数(株) 4,420,927 4,420,927

(重要な後発事象)

（別途積立金の取り崩し）

当社は2025年５月14日開催の取締役会において、下記のとおり別途積立金の取り崩しを行うことを決議いたしま

した。

なお、当社は会社法第459条第１項各号に掲げる事項を取締役会決議により行うことができる旨を定款に定めて

おります。

（1）減少する剰余金の項目及びその額 別途積立金 200,000千円

（2）増加する剰余金の項目及びその額 繰越利益剰余金 200,000千円

（3）実施の目的 期末配当を実施するほか、継続的な株主還元等の資本政策を可能とするため

（4）効力発生日 2025年５月15日


